
科目名

Subject

開講年次 2 開講時期 前期 単位 1単位

必修／選択 選択 授業形態 講義 時間 30時間

実践的教育

知識・技能 主体的行動力 課題解決能力
多様な価値観や考え
方を理解し、受け入

れる能力

日本の伝統と文化を
理解し、美意識を備
えて行動できる能力

美しく生きる力を
実践できる能力

〇 〇 ◎ ◎

科目の概要

授業方法

授業の目標

時間外学習
（予習・復習）

履修上の注意

本科目履修と
関連する資格

資格名

YAMANO 2021　

評価方法
平常点20％、　レポート提出50％、プレゼンテーション30％

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

課外「ブライダルビューティアカデミー」の受講者は本科目を必ず選択、履修してください。またABC検
定を受験することが前提です。（試験料別途）

学生へのフィー
ドバックの方法

①アソシエイトブライダルコーディネーター（任意）
②フォーマルスペシャリスト・ブロンズライセンス（任意）
②ブライダルアーティスト（課外授業とリンク）
③パーソナルカラーアドバイザー（該当授業2回の受講者対象）

１．婚礼について（ウエディング、ブライダル）の漠然としたイメージを業務内容や形式を通し細分化
して学び、ことで、ウエディング、ブライダルをより明確に把握し、婚礼の意義や美容との関わりを理
解できる。
２．将来婚礼業務に関わることを想定し、インクルーシブ、ジェンダー、など多様化する社会の中で、
様々な人への理解を示し、接客のマナーやホスピタリティを自然に身に付け、美容の視点で建設的な企
画提案ができる。
３．社会への興味を持ち、課題を見つけ、自分で調べ考え、意見をまとめ、発表できるようになる。

○アソシエイトブライダルコーディネーター検定のための補講1回、検定1回（検定の試験勉強は各自）
○予習：次回の授業内容について、資料を読む、本を読む、ネットで調べるなどの学習が必要（30分）
○復習：プレゼンテーションのために、前半の講義の内容をまとめ自分の資料として作成する。（30
分）

教科書・教材

ブライダルコーディネーターテキスト〈スタンダード〉、BIA公益社
団法人日本ブライダル文化振興協会、出版社：BIA公益財団法人日本
ブライダル文化振興協会、（2019年）第2版

テキストおよび、他プリントなど必要に応じて配布

筆記用具、総合ブライダル学専用のノートを用意すること

和装の花嫁と列席者の装いバイブル、ブライダル用語辞典

婚礼の形は歴史と民族的背景および宗教、風習、概念などが相互に関連し形成されている。本科目で
は、ブライダルの基礎概念を学ぶ上で、特に多様化する現代社会に順応する基礎力（知識）と創造力
（実践）を重視し、自分で社会の課題を見つける力、それに対し考え調べる力、プレゼンテーションす
る力を身に付け、実社会で活躍できる社会人基礎力を身に付け、多様な価値観や考え方を理解し、受け
入れる能力を育てる。

主な学習効果

対面授業を前提とする。（状況によりオンラインとのハイブリッド）
事前に教員作成資料による予習と、自己学習による予習が必要である。前半は対面とオンライン講義に
よる学内学の講師による知識習得学習が中心、後半はブライダルに関連する社会課題を発見し、「ユニ
バーサル」「ジェンダー」「地域創生」の３つの課題から一つを選び、課題について調査し課題解決の
手法や提案など新たなブライダルの視点をレポート作成。最後にプレゼンテーションを行う。

総合ブライダル学

General Study of Bridal Business
教員名

参考文献

使用設備・備品

教材

教科書

佐藤美奈子・青木和子

課題の内容により、全体あるいは個人へフィードバックする。

〇



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回
オリエンテーション
日本の結婚式の歴史と婚礼ビジネ
スを学ぶ

本科目の概要を知り、結婚式の歴
史、婚礼に関わる業務を理解し、
チーム業務を関連づけることがで
きる

指定された内容による予習（30分）
配布の学習プリントによる復習（30
分）

第２回 婚礼のスタイルを学ぶ
神前、キリスト、人前式の形式と
その意味を知り、婚礼スタイルを
理解して説明することができる。

指定された内容による予習（30分）
配布の学習プリントによる復習（30
分）

第３回
ウェディングのドレスコードを学
ぶ

洋装・和装のブライダルファッ
ションについてのルールを理解し
説明することができる。

指定された内容による予習（30分）
配布の学習プリントによる復習（30
分）

第４回 ブライダルのトレンドを学ぶ

ブライダルのトレンドについて、
ホテルブライダルの美容技術から
実践力を学び、後半の課題に応用
することができる。

予習：トレンドの花嫁を探して写メ
してくる
復習：実践のノート記録

第５回
パーソナルカラー１
肌トーンの４タイプを学ぶ

色の組み合わせを学び、似合う色
を理解し選択することができる

指定された内容による予習（30分）
配布の学習プリントによる復習（30
分）

第６回
パーソナルカラー２
カラーをタイプ別に学ぶ

お客様に似合う色を選択し、美容
の実践に応用することができる

指定された内容による予習（30分）
配布の学習プリントによる復習（30
分）

第７回
キャリアデザイン１
ユニバーサルデザインを学ぶ

社会の中の多様性に気が付き、人
と共存する大切さを理解できるよ
うになる。

指定された内容による予習（30分）
配布の学習プリントによる復習（30
分）

第８回
キャリアデザイン２
ジェンダーについて学ぶ

ダイバーシティを考え、「美しい
暮らし」を考え予測できるように
なる。

指定された内容による予習（30分）
配布の学習プリントによる復習（30
分）

第９回
キャリアデザイン３
地域創生について学ぶ

地域の良さに気づき、社会と関連
づけることができる。

指定された内容による予習（30分）
配布の学習プリントによる復習（30
分）

第１０回
プレゼンテーション１
問題点への気づきとテーマ選択を
行う

自分なりの社会の問題点に気が付
き説明ができる。

自分の課題の調査(主に復習）

第１１回
プレゼンテーション２
テーマについての調査を行う

他者の意見から自分の意見を膨ら
ませ、自己主張ができるようにな
る。

自分の課題の調査(主に復習）

第１２回
プレゼンテーション３
選んだテーマからのレポート作成

ブライダルの知識を理論的に考え
述べることができる

自分の課題のまとめ（主に復習）

第１３回
プレゼンテーション４
ブライダルの視点から考えレポー
トをまとめる

ブライダルの視点から、美容の力
が社会に洗える影響を明確に説明
できる。

自分の課題のまとめ（主に復習）

第１４回
プレゼンテーション５
グループセッションを行う

協働、協調、コミュニケーション
など自己表現

プレゼンテーションの練習（主に予
習）

第１５回
プレゼンテーション６
「未来のブライダル」を発表する

多様な意見を受け入れ、総合的に
評価できるようになる。

総合的なまとめ（提出のためのレ
ポート整理）

授業計画


